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1　は　じ　め　に

山形県におけるアルファルファ栽培は種々試みられてき

たが，土壌適応性が小さく．雑学競合に弱いはか，調製・

貯蔵方法が難しいこと等から，未だ十分に定着していない

現状にある。近年，高蛋白質でミネラル及びビタミンに富

むアルファルファが，トウモロコシサイレージとの組合せ

で高泌乳牛の粗飼料として注目されており，栽培の前提と

なる推草防除及び安定調製技術等の確立が望まれている。

今回，良質安定調製を可能にするための予乾程度，また．

予乾が困難な時期における糖蜜飼料およびギ酸の添加率に

ついて検討したので報告する。

2　試　験　方　法

仙　供試材料　アルファルファ主体のオーチャードグラ

スとの混播牧草　利用1年臼の3番草及び利用2年臼の1

－4番草

1）栽培開場　山形畜試場内24a

2）播種期　昭和63年（1987年）9月5ヒ・散播

3）混播量　アルファルファ（タチワカバ）200g／a

表1予乾サイレージの発酵品質

＋オーチャードグラス（アキミドリ）50g／a

（2）試験処理区分
（試験処理区）

試 験 区 分 名 処 理 区 分 （与乾 程 度 又 は 添 加 率 ） 材 料

予　 乾
無 処 理 （謂 ） （叢 ％） （詣 語 ％） 温 ％ ） 1．3 番 苧

添 糖 蜜 飼 －0 ％　 3 ％ （七重3 ） 6 ％ （t 蜜6 ） 9 ％ （七重 9 ）2 ，4 番 草
加
物 ギ酸

0 ％　 0 ．2 机 吊 れ 2 ） 0 ．硝 け酸0 ．4 ） 0 ．6％ （用 0 ．6 ）2 ．4番 苧

（3）調製方法　2針容ポットサイロ・2反復

（4）調査項旧及び分析方法，水分（熱乾燥法），pII

（pH電極メーター），有機酸組成（フリーク法），VBN／

T－N比（VBN：水蒸気蒸溜法，TpN：ケルテックオー

ト），WSC（アンスロン法）

3　試験結果及び考察

（1）予乾によるサイレージの品質改善効果

表1に予乾サイレージの発酵品質を示した。予乾するこ

とにより．乳酸が増加し，酪酸が減少し，また，VBN／

T－N比は減少し．フリーク評点は向上し，明らかに予乾

による品質改善効果が認められた。

材 料
処 理

区分

諾 p H 慧 慧 慧 志 芸）妄 り‾三 号芸苧′（蒜 ％ ，

平 元

無 処理 7 1．3　5．6 0 1．6 6　 0．6 2　2．0 1 4 ．2 9　 17　　 2 5．5

予 乾 7 0 6 8．7　6．3 0　 2．34　 0．7 3 1．3 0　4．4 6　 3 4　　 2 2 9

3 番 予 乾 6 0 6 5．2　6．1 5　2．80　 0．8 5　0．7 8　4 ．4 3　 4 1　 1 7．4

予 乾 5 0 5 1．0　5 ．50　 4．7 5　0，9 6　0　　 5．7 1　 9 9　　 1 2．3

平 2

無 処理 8 2 ．9　4．0 6　2．2 1 1．0 7　0　　 3．2 9　 8 1　　 8．8

予 乾 7 0 7 3 ．6　4 ．4 0　2．9 0　0．9 9　0　　 3．8 8　 9 2　　　 3．7　　　 7．2

1番 庄）予 乾 6 0 6 4 ．0　4 ．4 5　3．7 0　0 ．8 3　0　　 4．5 3　 9 8　　　 3．7

予 乾 5 0 54 ．1 4 ．5 0　3．4 6 1．10　0　　 4．5 6　 9 5　　　 4．5

平 2

無 処 理 76 ．9　4 ．5 8 1．4 0 1．0 5　 0．6 5　3．10　 18　　　 8．7

予乾 60 6 0．6　4 ．9 2　3 ．2 9 1．10　 0．3 9　4 ．78　 48　　　 3．6　　　 9．1

1番 ＠ 予乾 5 0 4 9．6　 5．4 4　4 ．2 4　 0．5 3　 0，0 1 4 ．78 10 0　　　 3．5

予乾 4 0 3 7．5　 5．8 9　3 ．5 5　 0．3 9　 0　　 3．9 4 10 0　　　 2．8

平 2

無処 理 8 2．9　4 ．7 0 1．朗 1．10　 0　　 2．7 3　 7 0　　 12 ．8

予 乾 7 0 7 3．6　4．9 5　2．7 5 1．38　 0　　 4 ．13　 8 0　 1 2．5　　　 3 ．4

3 番 予 乾 6 0 6 4．0　4．8 3　2．8 8 1．7 3　0　　 4．6 2　 7 4　　 1 1．2

予 乾 5 0 5 4．1 5 ．0 0　3．7 7 1．17　0　　 4．9 4　 9 6　　　 7．9
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良質サイレージの基準であるフリーク評点80点以上二，V

BN／T－N比10％以下を目安とすると，予乾55％以下で

良質なサイレージ調製が可能であった。また，アルファル

ファでは予乾かすすむほど脱糞等による栄養価の低下等が

生じることを考慮すると，予乾程度は55～50％が最適であ

ると判断された。

（2）糖蜜飼料添加によるサイレージの品質改善効果

表2に糖蜜飼料添加サイレージの発酵品質を示した。糖

蜜飼料添加により，pHは低下し，乳酸は増加∴憶酸は減

少し、VBN／T－N比は減少し・フリーク評点は向上し、

明らかに糖蜜飼料添加による品質改善効果が認められた。

糖蜜飼料の添加効果はアルファルファのWSC含量に大

きく影響され、原料中のWSC含量の少ない2番草では6

％以上で認められ、原料中のWSC含量が比較的多い4番

草では3％以上で認められた。作業性及び経済性を考慮す

ると、糖蜜飼料の添加率は2番草では6％程度、4番草では3

％程度が最適であると判断された。

表2　糖蜜飼料添加サイレージの発酵品質

材料
処 理

区分

水 分　 有機酸組 成 （新鮮 物 輌 ）フリーリ 闇 ／ 耶 C

（％ ） pH 乳酸 酢 酸 酪 酸 総 酸 評 点 （％）（乾物 中海）

平元

無処理 8 1．】 4．80　2．39　0．57　0．31 3．2 7　　 54　 1．2．9

糖蜜 3 7 9．0　4．64　2．97　0．53　0．06　3．55　　 80　 10．2　　　 →

2 番 糖蜜 6 7 7．5　4．45　3，60　0．55　0　　 4．15　 10 0　　　 8．1
糖蜜 9 7 5．9　4．43　4．92　0．57　0　　 5．49　 10 0　　 6．7

平 2

無処理 8 4．9　6．07　0．27 1．69　 0．99　2．95　　　 0　　 50．0

糖蜜 3 8 3．6　5．48　0．20 1．8 7　0　　 2．07　　 50　　 34．5　　 3．6

2 番 糖蜜 6 8 0．8　 5．0l l．9 8 1．4 3　0　　 3．41　　 70　 13．6

糖蜜 9 7 9．7　4 ．98　2．36 1．5 0　0　　 3．86　　 72　 12．6

平 2

無処理 8 1．4　4 ．83 1．8 4 1．0 8　0　　 2．92　　 75　 13．4

糖蜜 3 8 0．2　4 ．72　2．49 1．】4　0　　 3．63　　 83　 10．8　　 8 ．2

4 番 糖蜜 6 7 7．8　4 ．65　3．47 1．0 4　0　　 4．51　　 96　　　 9．4
糖蜜 9 7 6．7　4 ．54　 3．44 1．0 2　0　　 4．46　　 96　　 9．1

（3）ギ懐添加サイレージの発酵品質の改善効果

表3にギ按添加サイレージの発酵品質について示した。

ギ酸添加により，pHは低下し，酪酸が減少し，VBN／

T－N比が低下し，明らかにサイレージの占占質改善効果が

表3　ギ酸添加サイレージの発酵占占質

認められた。

ギ酸の添加効果は0．4％以上で認められ．0．6％の添加効

果は2番草及び4番学において0．4％と大差がないことか

ら．ギ酸の添加率は0．4％精度が最適であると判断された。

材 料
処 理

区 分

慧 p H 慧 慧 （慧 慧 芸 ）妄 りで 訝 （幸芸 ％，

平 2

無 処理 8 4．9　6 ．0 7　0 ．2 7 1．6 9　0．9 9　2．9 5　　　 0　　 5 0．0

ギ 酸 0．2 8 2 ．8　 5．0 0 1，0 4 1，6 3　0　　 2．6 7　　 5 7　　 14．0　　 3 ．6

2 番 ギ酸 0．4 8 2 ，2　4 ．2 1 1，24 1．1 5　0　　 2．38　　 6 3　　　 4．7

ギ 酸 0．6 8 2．5　4．3 8　0 ．4 5 1．68　 0　　 2．1 3　　 5 0　　　 4 ．0

平 2

無 処理 8 1．4　4 ．8 3 1．8 4 1．08　 0　　 2．9 2　　 7 5　　 13．4

ギ 酸 0．2 8 0．7　4 ，7 0　2 ．0 0 1．09　 0　　 3．09　　 7 7　　 1 1．1　　 8 ．2

4 番 ギ酸 0．4 8 0．0　4 ．28 1．6 2　0．9 1 0　　 2．5 3　　 7 5　　　 2．7

ギ 酸 0．6 7 9 ．8　4 ．4 0 1．3 7　0．8 0　0　　 2．1 7　　 7 5　　 1．4

4　ま　　と　　め

アルファルファサイレージの良質安定調製を可能にする

ための最適予乾程度，予乾が困難な時期における糖蜜飼料

及びギ酸の最適添加率を検討した。その結乳最適予乾程

度は55～50％であり，糖蜜飼料の最適添加率は2番草で6

％，4番草で3％程度であり，ギ酸の最適添加率は0．4％

程度であると判断された。
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